
地域の安全は自分たちの手で�

2006 日本一安全・安心な
まちづくり大会 in南越前

　

９
月
10
日
、
南
条
文
化
会
館
で
、
２
０
０
６

日
本
一
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
大
会
in

南
越
前
が
開
か
れ
、
越
前
市
や
南
越
前
町
住

民
ら
約
５
０
０
人
が
参
加
、
自
ら
の
安
全
は

自
ら
が
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
南
条
保
育
所

児
ら
が
元
気
に
太
鼓
を
演
奏
し
て
始
ま
り
、

奈
良
俊
幸
越
前
市
長
（
同
協
議
会
会
長
）
や

増
澤
町
長
（
同
協
議
会
副
会
長
）
ら
が
、
そ

れ
ぞ
れ
自
主
的
な
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
抱
負
を
述
べ
た
後
、

南
越
前
町
区
長
会
連
合
会
長
の
小
林
悠
さ
ん

（
旭
（
湯
尾
））
が
、
大
会
の
宣
言
文
を
参
加
者

と
と
も
に
唱
和
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
功
労
団
体
表
彰
と
し
て
、

４
団
体
が
表
彰
を
受
け
、
南
越
前
町

で
は
『
南
条
っ
子
を
見
守
る
会
』（
代

表
井
上
元
二
氏
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
審
者
出
没
注
意
の
看
板

設
置
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
見

直
し
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
自

主
防
犯
活
動
発
表
と
し
て
、
湯
尾
安

全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
代
表
川

端
高
雄
氏
）
が
、
子
ど
も
達
の
登
下

校
の
様
子
を
地
域
で
見
守
っ
て
い
る

活
動
の
ほ
か
、
２
団
体
の
発
表
や
今

立
地
区
防
犯
隊
に
よ
る
寸
劇
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

『
２
０
０
６
日
本
一
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
大
会
in
南
越
前
』
宣
言
文

　

安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
〝
越
前
市
・
南
越
前
町
〞
の

実
現
は
、
住
民
全
員
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。『
自
ら
の
安
全
は

自
ら
が
守
る
』
と
の
強
い
思
い
か
ら
、
住
民
が
お
互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
『
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
』
を
力
強
く
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
主
防
犯
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
『
日
本
一
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

越
前
市
・
南
越
前
町
』
実
現
の
た
め
、次
の
こ
と
を
実
行
し
ま
す
。

１
、
犯
罪
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

２
、 

子
ど
も
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

３
、
事
故
や
災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

４
、
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

５
、
不
良
外
国
人
の
い
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。　

『南条っ子を見守る会』
　平成 15 年 11 月、旧南条町時代に地域の子
ども達を犯罪などから守ろうと有志らで立ち上
げました。朝の登校時は、それぞれが町内の主
な交差点で、夕方は５時頃から青い回転灯をつ
けた車で、子ども達が通学路を安心して登下校
できるよう見守っています。これからも子ども
達に声をかけながら活動していきます。


